
基本方針 個別目標 施策
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市 都

１ 水と緑と生
きものの拠点の
保全と回復

雑木林の保全
民有の雑木林の保全 ○ ◎ ○

雑木林に係る相続税軽減措置の要望 ○ ◎ ○

湧水の保全と
回復

地下水・湧水の研究の推進 ○ ○ ◎

雨水浸透の推進 ○ ○ ◎

既存拠点公園
の整備と充実

都立六仙公園の整備 ○ ○ ◎

調整池・調節池の利用 ◎ ○

２ 水と緑と生
きものの回廊の
形成

清流の保全
河川への雑排水の流出の抑制 ◎ ◎ ◎

河川流量の確保 ◎ ○

水辺の自然環
境保全

生活と自然環境の共存に配慮した
河川改修の推進

○ ○ ◎

河川とその周
辺の緑の保全

市民の協力による水辺環境にあった
緑づくり

◎ ◎ ○

街路樹ネット
ワークの創出

潤いをもたらす街路樹の整備 ◎ ◎

３ まちなみの
緑の育成

屋敷林、大木
の保全

屋敷林の保全のための諸制度の活用 ◎ ◎ ○

保存樹木・樹林・生垣のＰＲと指定の促進 ◎ ◎

農地の保全

農地保全のための制度の検討と活用 ◎ ◎ ◎ ○

相続による農地の減少対策の支援 ○
◎

◎ ○

空き農地の有効活用 ○ ○ ◎ ○ 

都市公園等
の整備･拡充

公園の適正管理と再整備 ○ ○ ◎

都市公園等の整備 ◎ ○

宅地開発等に伴う公園・緑地の整備 ○
◎

◎

公共施設等
の緑化

公共施設の緑化の推進 ◎ ◎

市民との協働による歩道や公園等の緑化 ◎ ○ ◎

JA：農業協同組合 
D ：開発事業者 

　”水と緑と人のネットワークづくりをめざして”策定されている東久留米市第二次緑の基本計画を見直し、

新たに生物多様性地域戦略とするために、2016（平成28）年9月と、2017（平成29）年11月に環境シンポ

ジウムが開かれ、市内の生きものを守っていくための話し合いや、市民による生きものの観察・学習・調査

の発表会などを実施してきました。

　また市では、環境フェスティバルでの展示のほか、発見した生きものを報告するためのオンラインフォー

ムを作成しており、今後誰もが手軽に生きもの調査を行えるようになることが期待されます。

　日本列島は南北約3,000㎞あり、四季の変化もあります。そして東久留米市では、農事日誌をつけている

農家の方々がいます。わたしたちも、身の回りの生きものがどのように暮しているか、気をつけて観察して

みましょう。これからは、みんながこのまちの生きもの係となって、身のまわりの自然と生きものを観察記

録し、発表して地域の状況を共有し、データを蓄積し、今後はそれを利用して生物多様性に配慮した保全を

考えていきましょう。また、水と緑と人のネットワークをつくり、東久留米の生きものがおちついてくらせ

るようにしていきましょう。

みんながこのまちの生きもの係
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皆様が観察、発見した「生きもの」の報告をお願いします。
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